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■■  ははじじめめにに  

植物の遺伝子を導入して特定の形質を付与する「形質転

換」は、農業や産業分野で幅広く利用されている重要な技

術である。その技術の中で、よく用いられている方法は、ア

グロバクテリウム法である。この方法は、カルス(脱分化細

胞塊)を、誘導し、目的の遺伝子を持つアグロバクテリウム

に感染させるといった方法である。その後のワークフローと

して、目的の遺伝子が導入されたかを選抜するというステ

ップが必要である。しかし、一般的な形質転換では、カナ

マイシンなどの抗生物質を用いて目的の遺伝子が導入さ

れた細胞を選抜する手法が多く用いられており、非導入細

胞（エスケープ）が混在してしまうなどの課題がある。当研

究室では、これらの課題を解決し、ゲノム編集をより産業利

用しやすくするための新しい選抜法の開発を進めている。

本研究はその第一段階として、より安価で入手が容易な試

薬を用いた形質転換条件の基礎的検討を行ったものであ

る。植物のカルス形成の概念図を図 1に示す。 

 
■■  活活動動内内容容  

1. 実験概要 

従来法に比べてコスト削減や操作の簡便化を目指し、従

来用いられていた天然型サイトカイニン、tZ(trans-Zeatin)

の代わりに、より安価な合成型サイトカイニンの BAP(6-ベ

ンジルアミノプリン)および抗生物質メロペネムを用いた植

物形質転換実験を行った。産業利用可能で、比較的実験

的にも取り扱いやすいトマトを対象に、これらの薬剤を用

いた条件下での感染および再生の状況を観察し、従来の

条件との比較を行った。 

2. 結果および考察 

安価な BAP製剤およびメロペネムを用いた場合でも、一

定の条件下で形質転換が成立することを確認した。従来

法と比較して効率に大きな差はなく、試薬の入手性やコス

ト面での利点が示唆された。これらの結果は、今後の新し

い選抜法の実用化に向けた条件検討の基盤となる。 

 

3. 今後の展望 

本研究で得られた知見を踏まえ、抗生物質を用いずに形

質転換体のみを正確に選抜できる新しい方法の開発を進

めていく予定である。将来的には、産業応用可能でより

効率的な植物ゲノム編集技術の確立を目指す。 

 

図1:天然型カルスとin vitroカルス。植物は、傷やバクテリ
アの感染によって自然にカルスを発達させる。カルスはオ
ーキシンやサイトカイニンなどのいくつかのホルモンのバ
ランスによって、人工的に生成することができる。 
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